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自動車用固体高分子形燃料電池は、クリーンかつ高効率なエネルギー源として、本格普及に向

け更なる研究が進められている。しかし依然として課題も多く、特に燃料電池の on-off 動作によ

る電極触媒の劣化は解決すべき喫緊の課題である。すなわち、電池の on-off 動作に相当するアノ

ードガスを水素から空気、或いは空気から水素へ交換する際に、燃料電池セルに印加される電位

が急激に変化し、電極触媒の溶出・シンタリングが局所的に起こると推測されているが、その実

態はよく分かっていない。この電極触媒劣化を観察するため、in situ時間分解 XAFS（X線吸収微

細構造）法を用い、アノードガス交換(AGEX)時の Pt/C カソード電極触媒の動的挙動の測定・解

析を行った。 

Fig. 1は、100 ms毎に記録した AGEX 47サイクル目の燃料電池セル電位およびガス流路入口付

近での Pt LIII吸収端 white lineピーク強度の時間変化を示す。ガス交換時に急激な電位変化が起き、

同時に white lineピーク強度の変化が起きることが分かった。Fig. 2に 0.4 V - 1.4 V印加電位変化

時の white lineピーク強度の過渡応答を示す。AGEXサイクル数を重ねるごとに過渡応答変化幅お

よび変化速度が減少することが見いだされ、触媒 Ptナノ粒子の溶出・シンタリング要因と関係し

ていると思われる。発表当日は別部位での測定結果もふまえ、AGEX によるカソード電極触媒劣

化の因子と機構について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. White line peak intensity and fuel cell voltage at 

AGEX cycle #47. 

 Fig. 2. Transient response of the white 

line peak intensity from 0.4 V to 1.4 V. 
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